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日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

月例会
「長期予報と大気大循環」

昭和61年度日本気象学会
春季大会

第23回理工学における同
位体元素研究発表会

短期・中期数値予報の国
際シンポジウム

第4回エアロゾル科学・
技術研究討論会

第3回アジア流体力学会議

Beij五ng　InternatiOnaI

Radiation　Sympo5ium

Intemational　Union　of
Geodesy　and　Geophysics，

XIX　General　Assembly

開催年月日

昭和61年2月25日

昭和61年5月21日～23目

昭和61年7月1日～3日

昭和61年8月4日～8日

昭和61年8月21日～22日

昭和61年9月1日～5日

1986年9月2日～6日

1987年8月9目～22日

主催団体等

日本気象学会

共同主催

WMO（気象庁）・IUGG

エアロゾル研究協議会

アジア流体力学会議委員会，

Chinese　Meteorological

S㏄iety＆American
Meteorological　Society

場 所

気象庁

気象庁

国立教育会館

東京，気象庁

愛知県産業貿易館
（名古屋市）

日本都市センター

Beijing

カナダ，バソクーバー

月例会r長期予報と大気大循環」のお知らせ

日時：1986年2月25日（火）13：30～17：30

場所：気象庁第一会議室（5階）

テーマ：r大規模擾乱の診断における気象衛星データの

　　　　利用」

講演題目：

1．長期予報課での季節内変動のモニタリング

　　　　　　河原幹雄（気象庁長期予報課）

2．熱帯西部太平洋の熱源変動と中緯度大気への影響

　　　　　　新田　勅（気象研究所予報研究部）

3．GMS領域内の上・下層風の長期変動

　　　　　　元木敏博（気象衛星センター）

4．GMS雲量分布の長期変動調査のための半旬および

　　　月平均データのピデオ化の試み

　　　　　　徳野正己・中村和信（気象衛星センター）

懇親会：月例会終了後，気象庁内で開催予定

問合せ先：〒100東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　　気象庁予報部　長期予報課　青木　孝

　　　　　　電話　03－212－8341内線330
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